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↑K－245、発射角は30度， ↑K－245，レーダアンテナ，発．題筒．スリッパガ見える．

カ・・パー6型は1カ・ノハー150とカッパー245とを組合わせ’こ2段ロナットで，1958年6月には，ま

　　　　　　　ずカッパー245の単独試験，ついでカッパ6型の試験が行われた．
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ポンダ用アンテナ

　上下左右計4個のアンテナを付け対応

する一1つを対にして受信または送信に用
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　スイ．アf投入作三業中，
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↓メイン・ロケットのランチャーへの

装着作M．



↑K－6型1，2号機用テレメータ，加迭睦計X、X2およ

　　　　　　び横軸加速度詩Y、Z．

↓K－6V．ブースタ，メイン・ロケットとの接合部．
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↑168eMoレーダトランスボンダ川アンテナ平衡不平衡麦換器．
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言K－15〔1の尾翼レーダアンテナ，テレメータアンテナおよび更面
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繭寧風IFItx地の測距式レーダ受信装置．

←ドーム内にお1ナる

　ロケァト整備作業，

　　　　　　　　→
組立中のランチャー

ドーム叶総

　　（ユ9認年12∫1’1，．

↑寒風1「［頂におけるレーダ受信アンテナ

↑1680Mc測距式レーダ操作状況（下浜基地）．
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↑TW受音地点よりロケット発射点を望む．

　　　s　　’

　‘y・’

」’

甥階．

翠

r繍，
ノ．SC

tT篤V♪｝ヨ至…．音マイク設置，

3．睾．

　＼，
　．㌔

必

K－6型ロケットによってIGYの観測が
frなわれた・1958年6，9，12∫］に気温・

風観測用TW－1～5号機，　g，11月に太

瞬スベクトル観測用RS－1，2弓機，11

月にヂ宙線・気iEen測用CP－1，2号機
・外飛しょうL，また，1959年3月｝．二はT

W－．6，7」」機およびRS－3，4号機が飛し

　　　　　　　ょうした，

↑K－6型ロケ・アト実験

視察の茅東大学長‘．’pM）・渡辺秋大学長〔そ・瞬’．〕

　　　　　　　　　　　　‘1959年6月）

↓TW受音班の受音装置および記録機

↓TW受音マイクにカンバスでふたをしたところ．
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tK－61望TWI号機のタイマー取りト止け作業，

tタイマー部にノーズコーンを取り付け中．

↓TW－5号機用タイマー

および耐熱保護カバー，
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↑TW－5号機旧発音弾
〔割方射出一則と自爆型）．
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↑TW受音地点における無線連絡．
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↑TW－6，7号機「i頭宮に射li．II　II．発計rl｝｝1〔．

　発射薬Dよび自爆型発．昌」弾、

↓紋1．1［県震験場におけるノ示外線光置の1麟lu．

↓TW－6号機の射出型発音弾装置．

↓TW－6，7ゼ．機の爆発セン光探知のための赤外線探矧機，
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．］二昇中のカッ！ぐ6型RS　1号機

　　　発射2．06秒後の状態

Topogon　lOOmm，　f　l　6．3レンズ酬q定カメラによる


